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研究成果概要（８００字程度又は別紙添付） 
社会学において言語使用に注目する方法の１つとしての言説分析について、理論的

考察を行うと共に、それを用いた分析を行った。事例として、女性の就業経歴に関す

る語りと、科研費研究である精神障害者の触法行為の問題化を取り上げた。社会学理

論及びジェンダー研究を専門とする江原教授に指導を仰いだ。 

女性の就業経歴については、従来、初職就業前の継続の意志などが注目されてきた

が、女性自身が経歴を語る中では、就業前の意志の如何より偶発的に生じる様々な条

件の中で、その都度継続や退職への意志が形成されていく面を捉えた。就業継続者も、

自らの就業（継続）を自明のものとできず、条件が整っているなかで成立する危うい

ものとして捉えている。これから就職する女子学生たちにも、こうした偶有性や脆弱

性が、ある程度意識されているようであった。これについては論文化し、今年度共著

の１章として出版の予定である。 

 また、精神障害者の触法行為の問題化については、1970年代の刑法改正と保安処分に

ついての言説を取り上げ検討した。1970年代は保安処分に対する異論が高まった時期で

あるが、この時期の異論の特徴と、保安処分支持の言説が主流であった1960年代の違い

を考察した。これについては、考察の一部を紀要に掲載する予定である。 


